
船舶インシデント調査報告書 

令和元年１２月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（推進器故障） 

発生日時 令和元年７月２８日 ０６時２５分ごろ 

発生場所 北海道斜里
し ゃ り

町ウトロ漁港北東方沖 

 宇登呂灯台から真方位０４３°９.３海里付近 

 （概位 北緯４４°１２.７′ 東経１４５°０９.７′） 

インシデントの概要  プレジャーボートシースマイルは、航行中、推進力が得られなくな

り、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和元年８月１３日、主管調査官（函館事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート シースマイル、５トン未満（長さ６.３２ｍ） 

 ２００－３１３５９北海道、有限会社釧路軽鉄 

 ディーゼル機関（船内外機）、４サイクル、出力５２.９５kＷ、回

転数毎分３,５００、４気筒、ボア８２.０mm、使用燃料軽油、平成

９年８月機関製造 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 インシデントの経過等 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者３人を乗せ、釣り場に向け

て航行中、速力が低下したので船内外機を停止し、船長が、船内機の

点検及びアウトドライブをチルトアップしての点検を行ったが、それ

ぞれに異常を認めず、航行を再開した。 

本船は、釣り場に到着して停船する際、後進としたが、後進推力が

得られず、さらに前進推力も得られなくなり、船長が、再度、船内外

機のアウトドライブをチルトアップしたところ、プロペラが脱落して

いるのを認め、１１８番通報を行い、救助船によりえい
．．

航されて帰港

した。 
 

 プロペラは、プロペラナット及び六角穴付きボルトを触診するなど

して締め付けられていることを発航前に点検するよう推奨されてい

る。 

 本船は、発航前に目視でプロペラが点検されていた。 

分析 本船は、発航前に触診によりプロペラが点検されていない状況下、

航行中、プロペラが脱落して推力が得られなくなり、運航不能となっ

たものと考えられる。 



プロペラは、運転中にプロペラナット及び六角穴付きボルトに緩み

を生じて脱落した可能性があると考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が、発航前に触診によりプロペラが点検さ

れていない状況下、航行中、プロペラが脱落して推力が得られなくな

ったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・プロペラは、発航前にプロペラナット及び六角穴付きボルトの締

付け状況を触診により確認すること。 

 


